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II. 施設別の整備方針 

１. 観光施設 

（１） 美術館・博物館・観光地等 

①外国人旅行者のニーズ、課題 

東京都内の美術館・博物館・観光地等を訪れたことのある外国人旅行者を対象に実施

したアンケート調査結果によると、半数以上の外国人旅行者が都内の美術館・博物館、

観光地等における多言語対応やサービスに関して「困ったことがあった」と回答してい

る（図表22、図表23）。 

52.4%47.6%

困った困らなかった

n=508

 

55.3%44.7%

困った困らなかった

n=826

 

図表22 東京の美術館・博物館での 

多言語対応やサービスについて困ったことがあったか 

出典：訪都外国人への多言語対応に関するWeb調査 

（東京都産業労働局観光部） 

図表23 東京の観光地等（美術館・博物館以外）での 

多言語対応やサービスについて困ったことがあったか 

出典：訪都外国人への多言語対応に関するWeb調査 

（東京都産業労働局観光部） 

 

具体的に困った内容（複数回答）をみると、「案内サインが少なかった」「多言語に

よる表記がなかった」「多言語表記が小さく分かりづらかった」等の意見が多く挙げら

れている（図表24、図表25）。 

16.2%

18.0%

18.4%

20.7%

21.8%

24.1%

27.1%

多言語対応のオーディオガイドがなかった

展示等に多言語表記がなかった

英語や母国語を話せるスタッフがいなかった

展示等の多言語表記が小さくわかりづらかった

案内サインに多言語表記がなかった

案内サインの多言語表記が小さく分かりづらかった

案内サインの数が少なかった

 

図表24 東京の美術館・博物館での多言語対応やサービスについて具体的に困ったこと 

（回答の多かった上位７項目について表示） 

出典：訪都外国人への多言語対応に関するWeb調査（東京都産業労働局観光部） 

n=266 
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16.2%

16.4%

16.8%

18.6%

23.2%

26.3%

26.9%

多言語対応のオーディオガイドがなかった

案内サインが見つからなかった

パンフレットが見つからなかった

案内サインの多言語表記が小さく分かりづらかった

案内サインの数が少なかった

案内サインに多言語表記がなかった

英語や母国語を話せるスタッフがいなかった

 

図表25 東京の観光地等（美術館・博物館以外）での多言語対応やサービスについて具体的に困ったこと 

（回答の多かった上位７項目について表示） 

出典：訪都外国人への多言語対応に関するWeb調査（東京都産業労働局観光部） 

 

また、困ったことがあった場面（複数回答）についての意見は、以下のとおりであっ

た（図表26、図表27）。 

ア. 入場・施設案内 

○券売機の使い方が分からなかった［約２割］ 

○入場料金の仕組みが分からなかった[約３割] 

○施設内・敷地内の施設配置、経路等が分からなかった[約３～４割] 

イ. 展示内容の解説 

○展示物等の内容や価値、魅力が分からなかった[約４割] 

○日本特有の分野や言葉に対する補足がなく、理解できなかった[約４割] 

ウ. 禁止事項・注意事項 

○館内等のルールや禁止事項が分からなかった[約１～２割] 

 

1.9%

12.4%

18.8%

31.2%

36.8%

39.8%

42.1%

その他

館内のルールや禁止事項が分からなかった

券売機の使い方が分からなかった

入場料金の仕組みが分からなかった

日本特有の分野や言葉に対する補足がなく、理解できなかった

館内の施設、経路等が分からなかった

展示物等の内容や価値、魅力が分からなかった

 

図表26 東京の美術館・博物館について困ったことがあった場面 

出典：訪都外国人への多言語対応に関するWeb調査（東京都産業労働局観光部） 

 

n=266 

n=457 
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1.1%

17.5%

21.2%

27.1%

34.4%

36.5%

39.4%

その他

館内のルールや禁止事項が分からなかった

券売機の使い方が分からなかった

入場料金の仕組みが分からなかった

館内（園内）の施設、経路等が分からなかった

展示物等の内容や価値、魅力が分からなかった

日本特有の分野や言葉に対する補足がなく、理解できなかった

 

図表27 東京の観光地等（美術館・博物館以外）について困ったことがあった場面 

出典：訪都外国人への多言語対応に関するWeb調査（東京都産業労働局観光部） 

n=457 
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②多言語化に向けた望ましい対応 

前述の課題・ニーズから、美術館・博物館・観光地等においては、以下のような対応

が期待される。 

なお、多言語表記については、日本語・英語の２言語を基本とし、主要表示内容や凡

例等については、地域や施設の特性及び視認性などを考慮し、必要に応じて中国語・韓

国語、更にはその他の言語の記載を検討する。 

 

ア. 入場案内 

外国人旅行者が円滑に入場できるよう、入場券の買い方や、料金区分の説明、券売機

表示画面等について、多言語表記を実施することが望ましい。 

なお、日本と海外では学校制度が異なることがあるため、料金区分について年齢表記

をすることが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表28 料金区分の説明等の多言語表記の例 

➔料金区分について、年齢により表記 
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図表29 券売機表示画面の多言語表記の例 

➔画面切替機能を活用し、多言語対応を実施 
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イ. 施設案内 

利用者が円滑に施設内を移動できるよう、p.32に記載した「サイン配置の考え方」に

基づき、案内地図サイン、誘導サイン、位置サイン等を適切に設置することが望ましい。 

各種サインによる案内は、分かりやすさ向上の観点から、ピクトグラムの効果的な活

用や、ナンバリング・カラーリング等による工夫を行うことが望ましい（図表30～図表

32）。 

また、各種サインとパンフレット等との記載内容の連続性・統一性にも留意すること

が必要である（図表33）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表30 各種サインの多言語表記例（1／3） 

➔案内地図サイン、位置サイン、誘導サインを一体的に設置 

➔主要項目は日本語・英語・中国語・韓国語の４言語で表記 

➔主要項目以外はピクトグラムを活用しつつ日本語・英語の２言語で表記 

➔位置サイン、フロアマップのカラーを統一し分かりやすい表示 
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図表31 各種サインの多言語表記例（2／3）  

➔凡例は日本語・英語・中国語（繁体字・

簡体字）・韓国語の４言語５種類で表記 

➔地図上は４言語５種類での表記と２言

語表記（日本語・英語）の組み合わせ 

➔ピクトグラムを効果的に活用  
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図表32 各種サインの多言語表記例（3／3）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表33 各種サインとパンフレット等との記載内容の連続性・統一性の確保例 

➔地図上のナンバリングを活用した、日本語・英語・中国語・韓国語による分かりや

すい案内  

➔パンフレットを見ながら移動する外国人旅行者が案内サインと照らし合わせて分か

りやすく移動ができるよう、案内サインとパンフレットの多言語表記を整合 

位置サイン パンフレット（館内ガイド） 

表記を整合 
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ウ. 展示内容の解説 

展示内容の解説については、各施設の方針により、説明サイン、パンフレット、音声

ガイド、ＩＣＴツール等の多様な媒体を活用し、これらを効果的に組み合わせ、多言語

対応を実施することが望ましい（図表34、図表35）。 

日本特有のモノや文化、歴史等、外国人旅行者に意味が伝わりにくい展示物等につい

ては、日本語解説の単なる直訳でなく、日本について知識のない外国人の視点を意識し

た記載を盛り込むことが望ましい（図表36）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表34 多様な媒体を組み合わせた展示内容の多言語対応例（1／2）  

➔フロアコンセプト

については日本

語・英語・中国

語・韓国語の４

言語表記  

➔展示内容は、日

本語・英語の２

言語で表記 

➔中国語・韓国語

は、キオスク端

末、ポータブル

型の ICTツール

等により対応  
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図表35 多様な媒体を組み合わせた展示内容の多言語対応例（2／2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表36 日本独特の文化に対する詳細説明例 

➔フロアコンセプト

については日本

語・英語・中国

語・韓国語の４

言語表記  

➔展示内容は、日

本語・英語の２

言語で表記 

 

➔中国語・韓国語

は、音声ガイド

により対応 

➔日本について知識のない外国人の視点を考慮し、展示内容について、日本語をそのま

ま直訳するのではなく、外国人用の説明を英語で記載 
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エ. 禁止事項・注意事項 

施設内の注意事項・禁止事項については、ピクトグラム等を活用し、誰にでも分かり

やすく表示することが望ましい（図表37）。施設内の場所ごとに注意事項・禁止事項が

異なるなど複雑なルールについては、その都度こまめに表示することが求められる（図

表38）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表37 ピクトグラムを活用した注意事項・禁止事項等の分かりやすい伝達例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表38 注意事項・禁止事項のこまめな表示例 

➔展示場所ごとにフラッシュ撮影の可否をピクトグラムにて表示 
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図表39 新たに追加された観光関連図記号  

 

 

 

 外国人観光客向けの案内用図記号として「靴を脱いでください」、特定の外国語で話せる人

がいることを示す「コミュニケーション」などが日本工業規格（JIS）に追加されました（平

成 26年７月 22日）。標準案内用図記号については、巻末資料編 資料２にまとめておりますの

でご活用ください。 

 

コミュニケーション 
Communication in the specified language 

 

靴を脱いでください 
Take off your shoes 

  ※言語（“ENGLISH” の部分）は、他の言語及び 

    国旗に変更することができる。 
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 コラム ルーヴル美術館における多言語対応事例 

 

 ルーヴル美術館は、パリにあるフランスの国立美術館

で、世界最大級の美術館のひとつです。2012 年には 1

千万人にのぼる来館者が訪れ、世界で最も入場者の多い美

術館として外国人旅行者も多く訪れています。 

 総面積 60,600 平方メートルと広大な敷地面積を持つ

ルーヴル美術館では、全世界からの来館者を分かりやすく

案内するため以下のような取り組みを行っています。 

①多言語券売機の設置 

 ✓ 有人の窓口に加え、6か国語対応の券売機を設置 

  （仏・英・独・西・伊・日） 

②多言語パンフレットの設置 

 ✓ 広大な館内の見取り図、館内案内としてパンフレットを 12か国語で作成 

  （仏・英・独・西・伊・露・ポルトガル・ポーランド・アラビア・日・中・韓） 

③パンフレットとサインを連動させた分かりやすい案内 

 ✓ パンフレットの館内図はテーマ毎に色付けするとともに、各展示室に番号を付与 

 ✓ 館内の位置サイン、誘導サインにもパンフレットと連動した「色」、「番号」を掲示することで

分かりやすい案内を実施 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ICTツールを活用した作品解説 

 ✓ 展示の説明サインは、美術館としての雰囲気等に配慮し、仏語、

英語による表記が中心 

 ✓ その他の言語での解説は、ICT ツールを活用したオーディオガイ

ドで補完（7か国語対応／仏・英・独・西・伊・日・韓） 

 ✓ ICT ツールは、オーディオガイドとしての作品解説に加え、イン

タラクティブ・マップ上に現在地が表示され、作品への誘導機能、

バリアフリールート表示機能も搭載 

▼６か国語対応の多言語券売機 

▼パンフレットの館内図に色付け・番号付け 

▼ICTツールを活用した 
  オーディオガイド 

▼館内サインにパンフレットと連動した「色」、「番号」を掲示 

色・番号が 

連動 
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（２） 自然公園 

① 都内自然公園の現状 

訪日外国人旅行者の増加に伴い、自然公園を訪問する外国人旅行者も増加している。

ニーズが高まりつつあるなか、都内自然公園の各種サイン等の現状をみると、外国人旅

行者が多く訪問する高尾山においては、道標（誘導サイン）の多くは日本語・英語の２

言語対応となっているが、主要ルート上の地図標識（案内地図サイン）については、英

語併記がなされているのは現在地や凡例等に限られている。規制サインや説明サインに

ついてはほとんどが日本語のみとなっている（図表40）。 

また、案内サインの設置者が国・都・市・民間事業者等多岐にわたっており、サイン

の統一が図られていない。 
 

【道標（誘導サイン）】         【地図標識（案内地図サイン）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

【説明サイン】             【規制サイン】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表40 都内自然公園の各種サイン等の現状（高尾山） 
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②多言語化に向けた望ましい対応 

前述の現状を踏まえ、自然公園においては、環境省「自然公園等施設技術指針（平成

25年７月制定、平成26年７月改訂）」に従い、外国人旅行者の多い地域等からサインの

多言語化を適宜進めていくことが望ましい（図表41）。 

✓ 主な地名の表記は日本語及びローマ字 

✓ 凡例や説明部分は日本語と英語を併記することを基本に、各自然公園等の利用特性

に応じて多言語（中国語、韓国語等）を加える 等 

 

図表 41 自然公園における公共標識の標準表示内容 

種 類 主な表示事項 表記文字の種類（原則） 

記
名
標
識 

入口標識 公園名（団地名を含む） 日本語及びローマ字 

公園名碑標識 公園名（団地名を含む） 日本語及びローマ字 

資源名標識 地名、施設及び景観資源の名称、必要に応じて標

高数値等の自然情報 

日本語及びローマ字（点字表記） 

案
内
標
識 

誘導標識 地名、施設及び景観資源等の名称、方向、距離、

必要に応じて所要時間 

勾配、路面状態、段差の有無など通行の難易度 

日本語及びローマ字（点字表記） 

ピクトグラム 

案内図標識 （地図を表示する標識） 

主な地名、施設及び景観資源等の位置、名称、現

在地、スケール、方位、必要に応じて距離・所要

時間 

障害者対応施設の位置 

車いすで通行できる経路の明記 

表題部分：日本語及びローマ字 

地図部分：日本語及びローマ字 

凡例部分：日・英（中・韓） 

ピクトグラム 

点字表記の触知図を併設 

総合案内標識 （地図、解説文、画像等を表示する標識） 

地図部分には主な地名、施設及び景観資源等の位

置、名称、現在地、スケール、方位、必要に応じ

て距離・所要時間 

障害者対応施設の位置 

車いすで通行できる経路の明記 

その他の部分には、図、写真及び地域の状況や自

然の案内等の説明文 

表題部分：日本語及びローマ字 

地図部分：日本語及びローマ字 

凡例部分：日・英（中・韓） 

説明部分：日・英（中・韓） 

ピクトグラム 

点字表記の触知図を併設 

（音声案内装置） 

解説標識 解説対象の図及び写真、説明文 日・英（中・韓） 

点字表記（触知図、音声案内装置） 

注意標識 注意・警戒、禁止、フィールドマナー 

難易度の変化点では、注意標識とともに、勾配、

路面状態、段差の有無など通行の難易度を明記 

４カ国語表示 

点字表記 

ピクトグラム 

掲示板 （案内、解説、注意等の総括情報） 日・英（中・韓）※ 

境界標識 公園及び地区・地域区分等の名称 日本語 

里程標及び路傍サイン 路線名称、目的地及び距離 日本語 

※掲示板では手書きされた情報なども掲示できるため、利用者数の多くない外国語の情報提供も可能となる 

出典：自然公園等施設技術指針（平成26年７月、環境省 自然環境局） 
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ビジターセンターについては、前述の「（１）美術館・博物館・観光地等」を参考に

整備を進めていくことが望ましい。 

多言語化も含め、サインの整備に当たっては、関係者（国、都、市町村、民間事業者

等）で連携し、案内の統一性・連続性の確保を図る。案内サインの多言語化とあわせ、

マップやホームページ等の多言語化も行っていく必要がある。 

自然の状況に合わせて現地でのすみやかな対応が必要な注意・警戒・禁止等の表記に

関しても、別冊の「東京都版対訳表」等を活用しつつ多言語表記を実施することが望ま

しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表42 自然公園における多言語化対応事例 

出典：2020年オリンピック・パラリンピック大会に向けた多言語対応協議会ポータルサイト 

【富士山登山道案内標識の統一化・多言語化】 

・環境省、静岡県、山梨県、地元市町村、観光団体、山小屋組合などで構成する「富士山標識

関係者連絡協議会」を設置し、「富士山における標識類総合ガイドライン」を策定。関係各機

関が統一デザインの多言語案内標識を整備 

  ➔ ４言語による表記 

  ➔ ピクトグラム（案内用図記号）併記 

  ➔ 案内地名を統一 

  ➔ 景観に配慮した統一デザインの採用 

  ➔ 各機関で作成しているパンフレットの地図表記とも整合  等 

従来の標識 統一化・多言語化整備された標識 


